
団体名：こくりょう子ども食堂わいわいプロジェクト 

活動地域：調布市 

助成額：49,307円、助成回数：1回 

ホームページ：https://k-k-s-waiwai.jimdofree.com/ 

 

【当初の目的に対しての結果】 

コロナ禍の影響は中々深刻で、今年度もまた本来の「食事を提供する」というスタイルの子ども食堂活動ではなく、昨年同様「パ

ントリー」という形式に変えての開催としました。昨年もそうでしたが、多くのご寄付や食品・物品をいただく事ができ、子ども達

に配布することができました。今回は、以前食事提供の会場として利用していた福祉施設（ちょうふの風）に隣接する広場での開催

となりましたが、事前からの申し込みも多く、194名の児童（＋保護者等）が参加してくれました。もちろん【密】にならないよう

長い時間の開催としましたが、それよりも逆に参加してきた方達たちの方がむしろ上手に時間差を作り【密】を避けてくれたのには

助かりました。もうすっかり「ウィズ・コロナ」なんだなぁと実感すると同時に、こうした窮屈な中でもそれぞれの配慮と工夫で地

域の繋がりが持てるということを知る良い機会になりました。 

 

【主催者の感想】 

今回の会場は、前回（昨年）と違いいつもみんなが遊んでいる児童館前の広場ということもあり、皆さんお気軽に参加できたよう

です。「その日たまたま・・・」という親子連れも何組かあり「また来ますっ！」言ってくれたのも印象的です。また今回は大学生

のボランティアも多く来てくれたことで賑わいがましたように思います。やはりこうして回を重ねる毎に善意の輪が広がっていくの

は嬉しいものです。 

 

【支援を受けられた方の声】 

今回も、前回と同様に事前申し込みをメールでも受け付けたのですが、やはりその時にいっぱいの応援コメントと一緒に、地域行

事の激減を憂う声が多くありました。そうした中でのパントリーの開催だったこともあり、とにかく「続けて欲しい！」「またみん

なで食事がしたいっ！」というコメントがほとんどでした。また今回の特徴としては、障害のあるお子さんのご家族も 6組ほど来ら

https://k-k-s-waiwai.jimdofree.com/


れていて、その親御さんからは「かしこまらずに安心して参加できる催しの存在を、心から感謝します。」というお言葉もいただき

ました。これは『ちょうふの風』（障害児支援施設）のスタッフもボランティアとして参加していることで「あの人がいるのならば・・」

という気安さにもつながったのではないかと思っております。 

 

【その他、意見・要望など】 

今年こそは、何とか『食事の提供』を再開したいと考えています！もちろんコロナの状況を見極めてからですが・・・、それでも

やっぱり「みんなで、おいしいもの、わいわい言って食べたいっ！」という思いはつのるばかりです。 

 

 

 

 

 


